
〜高速高品質コンテンツ配信を実現する自律適応型メタコンテンツ・ネットワーク技術に関する研究開発〜

研究成果：本研究開発当初、IPネットワーク上で映像・
音声配信サービスを検討する事業者にとって、高品質
で乱れのない映像配信を実現するQoS技術が課題と
なっていた。
　本研究開発では映像・音声品質を担保するための
誤り訂正方式を各種調査、試作、評価することで映
像配信サービスにおいては10％程度のバースト的
なパケット欠損が発生しても受信機のCPUに極端
な負担をかけないRaptor方式がその時点での最適
解であることを確認し、標準化（ITU-T FG-IPTVお
よびIPTV-GSI）に於いて寄書提案しITU-T H.701 

Recommendationの一部としての勧告に結びつける
とともに、受信機を製品化。実際の映像配信サービス
で採用された。
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